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絹の染色に関する研究(第19報)
一一東北地方の南部茜染めについて一一
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序 論
茜染めは日本では最も古く ，2-3世紀頃からとり入
れられ，飛鳥時代から奈良時代にかけて盛んに行われた
赤染めで，山野に自生するアカネ科アカネ属の多年性護
主主の日本茜が染料植物として用いられていた。日本茜は
中国茜 CRubiasikkimensis Kurz， Rubia munjista 
Roxburgh)によく似た四葉茜で， プルプリン Cpur-
purin， C..H，O，)およびムンジスチン Cmunjistin，
C，H.O，)などのアントラキノン系の配布主体色繋が主成分
として含まれているため賞味を帯び，多少濁った赤樫色
あげ ひいろ
(緋，緋色)染め上げられるI九
日本の茜染めは正倉院宝物の中にも残されているが，
明ばんなとのアルミニウム媒染により赤緋色(夕焼けの
さEの色に近いトルコ赤とよばれる赤色)に染め上げるこ
とができる。
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古代の日本茜による染めをそのまま継承しているものは 西洋茜染による茜染めはイギリス(メ ーレー 工房)や
かづの
少なく，わずかに鹿角茜染め(秋田県鹿角市花輪の粟山 デンマーク (ラ ールセン工房)などのヨーロッパ各地で
文次郎工房)が残されているにすぎない。 普ながらの方法により行われている日〉。
鹿角茜染めは錦織木の灰汁による下染め(媒染)をく 日本茜および中国首による染めではアルミニウムを含
ひきかS さわ4たさr
り返したのち(絹では約130回，また綿では約50回)，茜 む錦織木，椿，怜，沢蓋木などの灰汁を用いた媒染で
の染液(日本酋の肥線を臼でっき砕き，湯を加えてしぼ 緋色に染め上げる絹染めが主に行われてきたが西洋茜に
り出した液)でくり返し重ね染めをする絞り染め，板絞 よる染めでは明ばんを用いたアルミニウム媒染で赤緋色
り染めおよび無地染めが行われている1-九 に染め上げる木綿染めおよび毛染めなどが中心になって
このほか遠州首染め(静岡県西部地方)の名残りとし いる・九
て長野県飯田地方でも日本茜による酋染めが試行されて またインド茜(アカネ科ムグラ属)およびタイ茜(ア
いる。 カネ科ハナガザノキ属)による染めでは明ばんと灰汁を
また南部酋染め (東北地方)の流れをくむ茜絞り染め 併用する媒染で，木綿染めおよび毛染めなどが行われて
(岩手県盛岡市の藤田工房)は西洋茜を用い，明ばんで きたが，ジャワ茜(アカネ科ハナガサノキ属)による染
媒染した手絞りの絹および綿染めが行われている。西洋 めではジラックという木の皮の抽出物による独自の媒染
酋 CRubiatinctornm L.)は中世以後ヨーロッパで で木綿染めが行われているi九
栽培されているベルシャ，インド原産のアカネ科アカネ そこで本研究では酋染め特有のすぐれた染色竪ろう性
属の六葉茜で，アリザリン CAlizarine，C..H.O，)およ ならびに美しい色相に着目し，西洋茜の色素と，アリザ
びプルプリンなどのアントラキノン系の配糖体色素で')ンおよびプルプリンによる絹の染色について検討した。
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材 料
繊維材料としてはセッケン・ソーダ法で精練した納用
ょこ糸 CC 4本合糸 100回/m，70回繊度糸)を使用し
た。
色素材料としては西洋茜，アリザリンおよびプルプリ
ン色素などの3種を使用した。
1 )西洋茜 (Rubiatinctorum L.) 
西洋茜はアカネ科アカネ属の六葉茜で.色素材料には
根を乾燥したものが用いられる。西洋茜はアントラキノ
ン系の媒染染料で，アリザリンとプルプリンが含まれて
いる3.6，8)。
COγCOJ・OH
alizarin purpunn 
2 )アリザリン (alizarine)
アリザリンは西洋アリザリンの色素の主成分で，茜の
根に配糖体ルベリトリン酸として含まれている。本実験
では化学試薬CI4H.O.を使用した。
3)プルプリン Cpurpurin)
プルプリンは西洋茜の根にアリザリンとともに配糖体
として少量含まれているが，日本茜では主成分として多
量に含まれている。本実験では化学試薬C，‘H.O，を使用
しfこ。
また媒染剤としては化学試薬カリウム明ばん(硫酸ア
ルミニウムカリウムKAl(SOふ・ 12H，O)を使用した。
実験方法
1.西洋茜の色素抽出液の競製
還流冷却器を付けた三つ口フラスコ抽出装置を用い，
細かく粉砕した西洋茜を下記の条件で熱抽出を行った。
抽出液:西洋茜 100g/~蒸留水
抽出温度 :950C以上
抽出時間:120分間
なお摘出液はガラスフィ jレターで諸過し，浮遊物を除
去して使用した。
n.西洋茜による絹の染色方法
染色(または脱着)はTaiyo・IncubatorM-1型
(振蜜回数100:t2回1分)を用い，下記に示す条件で行っ
fこ。
抽出液 1 : 50(対繊維)
染色温度:40:t 20C 
染色時間 120分間
なお脱着では抽出液の代りに蒸留水を使用した。
E 染着量ならびに脱着量の測定
島津2波長ダブルビーム自記分光光度計UV-3000型
を用い，色素検体液の紫外部および可視部吸収スペクト
ルの極大吸収波長と各濃度における検量線を求め，残液
比色法により染色前・後および脱着後の吸光度を測定し，
西洋箇ではアリザリン色素換算値で，次式により繊維l
gあたりの色素の染着量および脱着量を求めた。
染着量 Cmg/g繊維)= C(D一D，)/DW
脱着量 (mg/g繊維)= CD，/DW 
D:染色前の染液の吸光度
D，:染色後の染液の吸光度
D，:脱着後の液の吸光度
C 染浴中の色素量 Cmg)
W:試料の重量(g)
実験結果とその考察
1.茜染めの染色加工法について
東北の南部地方には千数百年前から南部茜染めが伝え
られ，徳川時代にはその優美な色彩のほか茜草の薬草効
果(殺菌力を有するため結核などの予防薬)などの点か
らも珍重されていた。しかし現在では昔ながらの日本茜
による染法は秋田県花輪市の粟山工房によって唯一伝承
されている。
粟山工房の茜染めは花輪市の東山とその奥地の田山地
方で自生する日本酋が使用され，羽二重，紬，木綿など
の布地染めが行われている。布地染めは無地染めと絞り
染めとがあるが，絞り染めには手絞りと板締めとの2積
がある日〉。
染色作業は5月から10月の期間に行われ，その全日数
が染色工程についやされるが，さ らに下染作業の布地の
枯らし期間を入れると製品の染め上りまでに約2年の月
日が必要とされている。染色工程は下染め作業，本染め
作業および仕上げ作業などの3工程に分けられる。
下染め作業は八幡平から産出された錦織木の木灰で‘つ
くられる灰汁を用い，常温で布地を浸せきし.絞り上げ
て乾燥をくり返す。この反復回数は布の種類と染め上げ
る色の濃淡によって異なるが，通常羽二重では約130回，
木綿布では約50回の反復操作が行われている。この操作
を下染めとよび，操作後約1年間天井につるしておくこ
とを枯らしとよんでいる。この操作は布地の色彩を一層
優雅にするためにきわめて有効な方法といわれている。
本染め作業は染液 (白臼でついた5kgの茜根に45~ 
( 2 )
皆川他:絹の染色
の熱湯を加えて十分に色素を抽出した液)に食酢(10%)
を20%加え，布地を60分間浸せきしたのち，絞り上げ20
-30分間乾燥し，また同線作をくり返す。染液は各国ご
とに新しい染液を用いる。また1回日の本染めは450Cで
行うが，染色回数が進むにつれて温度を上げ.最終回は
950C以上で染め上げる。
仕上げ作業は本染め作業を終えた布地をそのまま乾燥
したのち，水洗いして陰干しする。昔はさらに布地を務
着かせるために，約3年間貯蔵されたといわれている1-九
一方，岩手県盛伺市および山形県米沢市などでは西洋
茜による茜染めが行われている。
下染め作業は明ばん液(明ばん60g/120R_. pH5.6) 
を用い，約500Cで布地 (白山紬350g付)を30分間浸せ
きしたのち，水洗する工程を2回くり返す。さらに薄い
石灰水の上澄液を通し，水洗して本染め作業に移る。
本染め作業は染液(1 kgの西洋茜に対し合計60R_の
熱湯を加えて十分に色素を他出した液)に酢酸を加え，
pH6. O.約800Cで30分間染め上げる工程を 2回くり返
す吋〉。
このように伝統的な臼本茜による染色においては無理
のない美しい色の調和や紫朴な渋い光沢をもっ製品が得
られるが，最近の染色では流行の推移が著しく全体的に
明るい色調が要求されるようになり，加えて媒染剤の金
属 (アルミニウム，スズ，銅，鉄など)によって色相に
変化をもたらすことができる西洋酋による染色にも期待
が寄せられている。
1.西洋茜およびその他アリザリン.プルプリンなど
の色素の性状について
まず島津2波長ダブルビーム自記分光光度計UV-3000
型を用い，西洋酋他出液，アリザリンおよびプルプリン
水溶液の紫外部吸収スベクトルの特性波長幽線ならびに
極大吸収波長における色紫波度と吸光度との関係につい
てみると，図 ・1-3に示すように，いずれの濃度にお
いても西洋茜抽出液では220nm.247nmおよび260nm
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められる。
同様に西洋茜抽出液，アリザリンおよびプルプリン水
溶液の可視部吸収スベクトルの特性波長曲線ならびに極
大吸収波長における色素濃度と吸光度との関係について
みると，図.4-7に示すように，いずれの濃度におい
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吸収スベクトノレの特性波長IU似 (A)ならび
に阿波の濃度と政光度(B)との関係
付近に，アリザ リン水溶液では261nm. 270nmおよび
323nm付近に，またプルプリン水溶液では253nmおよ
び288nm付近にそれぞれ極大吸収波長を示し，色素濃
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ても西洋茜抽出液では409nm付近に，アリザリン水溶
液では426nm(炭酸カリウムを添加した場合は534nm
およひ。562nm)付近に，またプルプリン水溶液で‘は414
nm付近にそれぞれ極大吸収波長を示し，色紫濃度と吸
光度との聞には直線的な比例関係を示すことが認められ
る。
一方，アリザリンおよびプルプリンのアルコール溶液
の紫外部ならびに可視部吸収スベクトルの特性波長曲線
および極大吸収波長における色素濃度と吸光度との関係
についてみると，図 .8 ~llに示すように.アリザリン
アルコール溶液では248nm.260nm. 280nmおよび434
nm付近に.またプルプリンアルコール溶液では272nm.
460nm. 484nm. および517nm付近にそれぞれ極大吸
収波長を示し，色素濃度と吸光度との問には直線的な比
例関係を示すことが認められる。
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このように西洋茜の色素抽出液では主成分のアリザリ
ンのほかプルプリンなどの他の類似の色素も少量含まれ
るが，以下本実験では西洋茜の色素量は260nmで‘測定
し，染着量はアリザリン換算値で表わした。
il.西洋茜色素の抽出について
西洋茜からアリザリンおよびプルプリンなどの色素を
抽出する方法については従来から熱水による技法が示さ
れているが，色素の抽出量が低いため本実験では炭酸カ
リウムを用いる熱水拍出法について検討した。
(6 ) 
まず西洋茜の熱水抽出時に添加する炭酸カリウム量と
抽出液中の色素濃度との関係についてみると，図・ 12に
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示すように，炭酸カリウムの添加量を増すと抽出液中の
色素濃度は増加するが. 1 g/100rnR濃度以上ではほぼ一
定の値に達することが認められる。
つぎに抽出温度が西洋茜抽出液中の色素濃度におよlま
す影響についてみると.図・ 13に示すように.600C以下
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図ー 13 fUl/lJね度が凶i+~Jj色業の fÚJ/lJ置におよぼす影響
では色素の抽出震が低く，温度効果はほとんど認められ
ないが.600C以上では抽出液中の色素濃度が急激に増大
することが認められる。
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また西洋酋の熱水抽出における色素濃度と抽出時間と についてみると，図・ 15に示すように，西洋茜の使用量
の関係についてみると，図・ 14に示すように.抽出時間 を増すと抽出液中の色素濃度は地加するが，使用量が増
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図-14 州出時nnのfti1なるP!i)判的hHli夜の紫外部
吸収スベクトルの特性波長11線 (A)な
らぴICIlI!lUB寺nHと吸光度 (B)とのIJ!J係
を増すと色素濃度は急激に増加するが， 90分間以上では
泊出液中の色素濃度に大きな変化が認められない。
一方，西洋茜の使用量と抽出液中の色素濃度との関係
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収スベクトルの特例 i成長Ilut{~ (A)なら
びに使!tl尽と政光l支 (B)との関係
すにつれて色紫濃度の憎加する割合いが低下する傾向が
認められる。
したがって以下の実験では西洋茜からの色素を抽出す
る際には抽出湿度950C以上，抽出時間120分間と一定に
した。
IV.西洋茜色素，アリザリンおよびプルプリン色素に
よる絹の染色について
まず規定条件下で調製された西洋茜抽出液，アリザリ
ンおよびプルプリン色素水溶液のpHが絹の染着量なら
びに脱着震におよほとす影響についてみると，図・ 16-18
に示すように，いずれの色素においてもpH3.5付近で最
も高い染着量を示し，染浴のpHがアルカリ性側に移行
すると，著しく低い染着量を示す傾向がある。
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図-18 プルプリンのpHが色素の役者量
ならびに脱着量におよほす影響
一方，脱着震についてみると，染液のpHによる影響
は比較的少ないが，一般に繊維からの色索の脱落は多い
傾向が認められる。
このように西洋茜による絹の染色においては染浴の
pHが絹たん白質の等電点 (pH5付近)以下で急激な染
着量の憎加を示し.酸性染料に類似の染色挙動を示すこ
とが認められる。以下の実験では染浴のpHを3.5と一定
lこしfこ。
つぎに西洋茜色素，アリザリンおよびプルプリン色素
を用い，染色温度が絹の染着量ならびに脱着量におよほ
す影響についてみると，図・ 19-21に示すように，いず
れの色素においても常温染色で最も高い染者量を示すが，
染色温度を高めると染着量が低下する。一方，脱着量に
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図-20 アリザリンによる染色t温度が色ぷの
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図-21 プリプリンによる染色制度が色素の
当主将f置ならびに脱者f置におよほす彬符
ついてみると，染色温度を高めるとわずかに増加し，色
素が脱落しやすくなる傾向が認められる。
また同様に染浴中の色素濃度が絹の染着量ならびに脱
着量におよぼす影響についてみると，図・ 22-24に示す
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V，西洋茜の媒染について
西洋茜色素は多色性色素で.媒染剤によって色相の異
なる変化に富んだ染色を可能にするが.通常茜染めの媒
染剤!としては錦織木，給，椿などの灰汁が用いられてき
( 9 ) 
ように，いずれの色素においても染浴中の色素濃度を増
すと染着量が培大するが，アリザリンおよびプルプリン
色素では 150mglR.濃度以上で染着量が逆に低下する
傾向が認められる。一方，脱着盈についてみると，西洋
茜では染浴中の色素濃度が増すと色素の脱落もほぼ比例
して培加するが，アリザリン色素では逆にわずかながら
低下する傾向が認められる。
また西洋茜他出液，アリザリンおよびプルプリン色素
水溶液による反復染色回数が絹の染者震におよぼす影響
についてみると，図 ・25-27に示すように，いずれの色
素においても染色回数を増すと染着盈は著しく増大する
が，高い染着量を示す西洋茜抽出液による染色では染色
回数の増加にともなう染着量の増加割合が小さくなる傾
向が認められる。
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た。錦織木，給，椿などの灰汁には炭酸カリウム，石灰
などのほか硫酸アルミニウムが多く含まれている。
そこで本研究では西洋茜の媒染剤として明ばんを使用
した。まず明ばんの添加量の異なる西洋茜抽出液の可視
部吸収スベクトルの特性波長曲線についてみると.図-
28に示すように，西洋茜色紫特有の4ωnm付近の極大
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吸収波長が消失し，新たに426nm，490nmおよび530
nm付近に極大吸収波長を示し，また明ばんの添加霊を
増すと， 490nmおよび530nm付近の極大吸収波長では
吸光度が憎し発色が促進されることも認められる。
同様に明ばんの添加量の異なるアリザリンおよびプル
プリン色素水溶液の可視部吸収スペクトルの特性波長曲
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線についてみると，図 ・29，30に示すように，アリザリ
ン色素では470nm付近に(無添加の場合は426nm)，ま
たプルプリン色素では497nmおよび530nm付近に(無
添加の場合は413nm)それぞれ新たに極大吸収波長を
示すことが認められる。
つぎに染浴中に添加する明ばんが西洋茜色素の染着量
ならびに脱着量におよぼす影響についてみると，図・31
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に示すように，明ばんの添加により西洋筒色素の染着量
はかなり低下するが，染者鐙は染浴中の明ばんの添加量
にほとんど影響されない。また脱着量についてみると，
明ばんの添加により低下し，色素の脱務が少なくなる傾
向が認められる。
また問機に染浴への明ばんの添加震がアリザリン色紫
の染者置ならびに脱者量におよぼす影響についてみると，
図 ・32に示すように，明ばんの添加によりアリザリン色
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図-32 アリザリン然減巾のカリウムOJHiん添JlIi¥.が
0.;;のぬflr.¥fJらびに脱{1ti¥1Cおよぼす影縛
素の染者盤はわずかに低下し，また脱着Z誌はわずかに増
し，色索の脱落がわずかに多くなる傾向が認められる。
このように絹の茜染めは古くから経験的に導かれた有
効な伎法が開発されているが，濃色染めにおいてはより
効果的な反復染色を今後さらに検討する必要がある。
なお酋の媒染においては通常前媒染であらかじめ繊維
に媒染剤がとり込まれているが，本実験ではー浴媒染の
ため染者震は実際とかなり異なる結果を示しているもの
と思われる。
総 括
茜染めは日本では2-3世紀頃からとり入れられた最
も古い赤色染めで，山野に自生するアカネ科アカネ属の
多年生重量権の日本酋が用いられてきた。日本茜はアリザ
リンのほかにプルプリンおよびムンジスチンなどのアン
卜ラキ/ン系の配糖体色素を多く含むため，染色では黄
味を帯び多少濁った赤燈色(緋色)に染め上げられる。
南部首染めの流れをくむ酋絞り染めは西洋茜を用い.
明ばん(あるいは多量の水溶性アルミニウム塩を含む錦
織木，給の木灰)で媒染した手絞りの縞および綿染めが
行われている。西洋茜はペルシャ，インド原産のアカネ
科アカネ腐の六葉茜で，アリザリンお〉ぴプルプリンな
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どのアントラキノン系の配糖体を多く含むため，アルミ
ニウム媒染では夕焼けの空の色に近いトルコ赤とよばれ
る赤色に決め上げられる。
そこで本研究では茜染め特有のすぐれた染色竪ろう性
ならびに美しい色相に着目し.丙洋酋の抽出色素による
絹の染色について基礎的な研究を行った。
1 )西洋茜色素，アリザリンおよびプルプリン色紫な
どの紫外部吸収スベクトルについてみると，西洋歯のf白
出色素では220nm.247nmおよび260nm付近に， アリ
ザリン色素では261nm.270nmおよび323nm付近に，
またプルプリン色系では253nmおよび288nm付近にそ
れぞれ極大吸収波長が認められる。また極大吸収波長に
おける色素濃度と吸光度との聞には直線的な比例関係が
認められる。以下，西洋茜による染色では色祭最を260
nmで測定し，染着量をアリザリン換算値で表わした。
2)西洋酋の色素抽出液による絹の染色についてみる
と.アリザリンおよびプルプリン色紫の場合と問機に
pH3.5付近， 染色温度400C.染色時間120分間で最も高
い染着量を示すことが認められる。
3)西洋茜色3憶による絹のアルミニウム媒染において
は賞褐色から赤色への色相の変化が認められ.また409
nm付近に極大吸収波長を示す酋洋趨の抽出色索液の可
視部吸収スペクトルでは媒染後.426nm. 490nmおよ
び530nm付近に3つの極大吸収波長を示すことが認め
られる。アリザリン色素では媒染後. 470nm付近に.
またプルプリン色紫では媒染後.497nmおよび530nm
付近にそれぞれ新たに極大吸収波長を示すことが認めら
れる。
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Summary 
In Japan， the madder dyeing is an oldest procedure for red color dyeing， introduced in 2nd to 3rd century. Rubia 
cordifolia， rubiaceae of perennial trailing wi1d plant， has been used as colorants. Sinc巴Japanesemadder contains much 
anthraquinonic glycoside colorant such as purpurin， munjistin， aswell as alizarine， fabrics can be dyed in cloudy yellow-
ish red (madder red). 
ln the madder dyeing by hand tying (popular chiefly in Morioka and Hanawa city) as a part of Nambu madder 
dyeing， si1k and cotton c10ths are dyed by madder tying dyeing using rubia tinctorum with an alum ordanting (or 
mordanting with ash of Eurya japonica containing a great deal of water-soluble alminium salt). Rubia tinctorum is 
a hexalobate madder of rubiaceae originated in Persia and India. Since it contains much anthraquinonic glycoside 
such as alizarine and purpurin， a c10th can be dyed in turkish red simi1ar to the red of sunset sky by alminum mordant-
mg. 
This artic1e deals with a basic study on silk dyeing with colorant extracted from rubian tinctorum focusing on the 
superior colorfastness and beautiful hue peculiar to the madder dyeing. 
1) The ultraviolet absorption spectra of alizarine， purpurin colorant and colorants extracted from rubia tinctrum 
have shown that colorants extracted from rubia tinctrum has the maximum absorption wave at near 220， 247 
and 260nm. An alizarine colorant has the maximum absorption wave at nωr 261， 270 and 323nm. A purpurin 
colorant has the maximum absorption wave at near 253 and 288nm. A linωr proportional relationship is found 
between the concentration of colorant and the absorbancy at the maximum absorption wave. In this study， the 
amount of colorant has determined at 260nm and the dye uptake is expressed as an alizarine conversion value 
during the dyeing using rubia tinctorum. 
2) 10 the silk dyeing using the colorant extracted from the rubia tinctorum as well as the dyeing using alizarine and 
purpurin colorants， the highest dye uptake is achieved at pH 3.5， 400C in dyeing temperature and for 120 minutes 
in the duration of dyeing time. 
3)百lechange of hue from yellowish brown to red is recognized in the si1k dyeing using an aluminum mordanting 
with the colorant extracted from rubia tinctorum. The solution of extracted colorant， whose visible absorption 
spectrum shows the maximum absorption wave at near 409nm， reveals the new three maximum absorption waves 
at near 426， 490 and 530nm after mordanting. A new. maximum absorption wave of an alizarine colorant is recog-
nized at near 47伽1m.That of a purpurine colorant is recognized at near 497 and 530nm. 
(12) 
